
̶ 15 ̶

の
は
、
筆
者
に
と
っ
て
何
よ
り
の
経
験
と
な
っ
た
。
も
と
よ
り
、
八
戸
藩
南
部

家
の
和
歌
活
動
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
た
の
か
は
一
編
の
論

考
で
明
ら
か
に
で
き
よ
う
は
ず
も
な
く
、継
続
し
て
の
考
察
を
必
要
と
す
る
が
、

本
稿
で
は
そ
の
出
発
点
と
し
て
、
五
代
藩
主
南
部
智
信
に
焦
点
を
据
え
て
、
八

戸
藩
南
部
家
の
和
歌
資
料
を
検
討
す
る
。

な
お
、
和
歌
活
動
の
前
提
と
な
る
智
信
の
公
的
な
閲
歴
の
吟
味
に
多
く
の
紙

幅
を
必
要
と
す
る
た
め
、
本
号
に
は
「
三
　
南
部
智
信
伝
素
描
」
ま
で
を
掲
載

し
、
続
稿
は
次
号
に
回
す
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
智
信
の
治
世
、
江
戸
の
藩
邸

を
活
動
拠
点
と
し
て
歌
書
の
写
本
作
成
に
多
く
の
貢
献
を
な
し
た
近
藤
利
亮
と

い
う
人
物
も
際
立
っ
た
存
在
で
あ
る
が
、
利
亮
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
別
稿
を
用

意
し
、
機
会
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

は
じ
め
に

近
世
中
期
の
武
士
階
層
が
歌
壇
を
形
成
し
て
宗
匠
の
指
導
の
も
と
積
極
的
に

和
歌
活
動
を
展
開
し
、
厖
大
な
作
品
を
生
み
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
資
料

の
掘
り
起
し
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
現
在
、
近
世
文
学
史
上
の
常
識
と
な
り
つ
つ

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
幕
府
や
各
藩
の
和
歌
活
動
は
、
そ
の
資
料
伝
存
状
況

の
相
違
も
手
伝
っ
て
ま
さ
に
区
区
と
し
て
定
ま
ら
ず
、
安
易
な
概
括
が
許
さ
れ

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
は
資
料
の
持
つ
意
味
を
丹
念
に
汲
み
上
げ

な
が
ら
幕
府
・
各
藩
の
実
態
に
即
し
て
和
歌
史
上
の
位
置
づ
け
を
目
指
し
、
幕

府
や
他
藩
と
の
比
較
の
視
点
を
常
に
持
ち
続
け
な
が
ら
緩
や
か
に
体
系
化
を

目
指
す
し
か
な
い
が
、
こ
の
た
び
、
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
近
世
に

お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」
の
一
環
と
し
て
、
盛
田
帝
子
氏
（
大
手
前
大

学
）
と
と
も
に
、
八
戸
市
立
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
八
戸
藩
南
部
家
旧
蔵
の
和
歌

関
連
資
料
を
典
籍
・
文
書
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た

八
戸
藩
南
部
家
の
南
部
智
信
関
連
和
歌
資
料
に
つ
い
て
（
上
）

久

保

田

　

啓

　

一



̶ 16 ̶

南
部
家
和
歌
資
料
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
松
野
陽
一
氏
の
業
績

が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
同
氏
編
『
江
戸
堂
上
派
歌
人
資
料
　
習
古
庵
亨

辨
著
作
集
』（
新
典
社
、
一
九
八
〇
年
）・
『
江
戸
堂
上
派
歌
人
資
料
　
連
阿
著

作
集
』（
新
典
社
、
一
九
八
一
年
）
に
収
録
さ
れ
た
亨
辨
・
連
阿
関
連
資
料
は
、

南
部
家
旧
蔵
典
籍
に
多
く
依
拠
し
て
い
る
し
、
資
料
に
即
し
た
解
題
は
こ
れ
ら

典
籍
の
成
立
状
況
を
南
部
家
の
動
向
と
と
も
に
説
い
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
（
２
）
。

し
か
し
、
松
野
氏
の
論
述
は
、
亨
辨
・
連
阿
の
事
績
を
通
し
て
江
戸
の
武
家
歌

壇
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
た
た
め
、
南
部
家
の
和
歌
資
料

全
体
に
及
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
別
の
観
点
か
ら
の
検
討
の
余
地
は
な
お

残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

和
歌
資
料
の
概
略
の
把
握
に
有
効
な
基
礎
情
報
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
歌
書

の
奥
書
・
識
語
の
記
載
内
容
で
あ
る
。
筆
者
と
盛
田
氏
が
ま
ず
行
っ
た
の
も
、

『
国
書
目
録
』の
歌
書
の
奥
書
・
識
語
を
採
録
す
る
作
業
で
あ
っ
た
。そ
の
結
果
、

南
部
智
信
の
奥
書
・
識
語
を
有
す
る
歌
書
が
ま
と
ま
っ
て
伝
存
す
る
こ
と
が
明

瞭
に
見
て
取
れ
た
。他
の
南
部
家
当
主
の
名
が
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
だ
け
に
、

そ
の
存
在
感
は
強
烈
で
、
智
信
の
代
に
和
歌
へ
の
興
味
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ

た
状
況
を
容
易
に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
、
智
信
の
名
は
、『
国

書
目
録
』
の
「
一
二
　
武
芸
」
に
立
項
さ
れ
る
軍
書
に
も
散
見
さ
れ
る
。
智
信

は
軍
学
と
和
歌
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
近
世
中
期
の
八
戸
藩
の
学
芸
を
領
導

す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
見
通
し
の
も
と
、
資
料
の
検
討
に
入
る
。
以
下
、
資
料
引
用
に

一
　
南
部
家
和
歌
資
料
の
概
要

八
戸
藩
南
部
家
旧
蔵
の
歌
書
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
監
修
・
八
戸
市
立

図
書
館
編
集
『
八
戸
市
立
図
書
館
国
書
分
類
目
録
　
一
』（
八
戸
市
立
図
書
館
、

一
九
七
八
年
。
以
下
、『
国
書
目
録
』
と
略
す
）
の
「
一
五
　
文
学
」
の
「
和
歌
」

項
を
通
覧
す
れ
ば
そ
の
全
貌
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
図
書
館
に
は
典
籍

と
は
別
に
南
部
家
旧
蔵
文
書
が
大
量
に
保
管
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
は
本
来

国
書
の
典
籍
と
し
て
登
録
さ
れ
る
べ
き
書
籍
も
含
ま
れ
て
お
り
、
国
書
の
目
録

だ
け
で
は
南
部
家
の
歌
書
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
南
部
家
よ
り
寄
贈

を
受
け
る
際
の
混
乱
が
現
状
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
文
書
は
未

整
理
の
状
態
に
あ
り
、
目
録
も
館
内
利
用
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
典
籍

の
よ
う
に
は
十
分
に
利
用
さ
れ
る
状
況
に
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
南
部
家
旧
蔵

文
書
の
一
部
は
八
戸
市
博
物
館
に
も
寄
贈
さ
れ
、八
戸
市
博
物
館
編
集
発
行『
八

戸
市
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録
　
歴
史
編
（
２
）　
八
戸
南
部
家
寄
贈
目
録
Ⅰ
』

（
二
〇
〇
〇
年
）、
同
『
八
戸
市
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録
　
歴
史
編
（
３
）　
八

戸
南
部
家
寄
贈
目
録
Ⅱ
』（
二
〇
〇
一
年
）
の
「
学
芸
」
に
所
属
す
る
史
料
中

に
和
歌
に
関
す
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
典
籍
及
び
両
機
関
に
分
置
さ
れ
る
文
書

群
は
、
本
来
は
南
部
家
の
和
歌
活
動
の
所
産
と
し
て
統
一
的
に
扱
わ
れ
る
べ
き

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
通
す
こ
と
が
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
と
い
う
制
約
が

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
南
部
家
の
和
歌
資
料
調
査
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る（
１
）

。
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十
二
月
十
九
日
従
五
位
下
左
衛
門
佐
に
叙
任
し
、
三
年
四
月
十
五
日
は
じ

め
て
封
地
に
行
の
い
と
ま
を
た
ま
ふ
。
延
享
三
年
七
月
十
八
日
遠
江
守
に

あ
ら
た
め
、
明
和
元
年
閏
十
二
月
二
十
一
日
左
衛
門
尉
に
あ
ら
た
む
。
二

年
五
月
二
十
九
日
致
仕
し
、安
永
二
年
八
月
十
三
日
八
戸
に
を
い
て
卒
す
。

年
五
十
一
。
珠
巌
宗
滉
龍
津
院
と
号
す
。
葬
地
直
房
に
お
な
じ
。
室
は
織

田
肥
前
守
長
亮
が
女
（
３
）

。

と
こ
ろ
が
、
南
部
家
の
典
籍
・
文
書
中
に
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
八
戸
藩
南
部

家
当
主
の
系
譜
類
を
突
き
合
わ
せ
て
い
く
と
、
右
の
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
の

記
載
と
齟
齬
を
き
た
し
た
り
、「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
事
項
が
多
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
最
も
豊
富
に
情
報
を
載

せ
る
資
料
の
一
つ
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
九
月
成
立
の
「
系
譜
」（
文
書 

二
‐
一
‐
〇
‐
〇
‐
一
八
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

甲
斐
守
広
信
嫡
子

五
代
目
　
信
興
　
従
五
位
下
左
衛
門
佐
　
母
家
女

幼
名
亀
之
助
、
後
左
衛
門
、
後
左
衛
門
佐
、
後
遠
江
守
、

後
左
衛
門
尉

享
保
十
乙
巳
年
九
月
廿
五
日
、
於
江
府
出
生
。
妻
織
田
肥
前
守
輔
世
娘
。

元
文
五
庚
申
年
十
二
月
廿
八
日
、
初
而
御
目
見
申
上
。

寛
保
元
辛
酉
年
六
月
廿
四
日
、
父
甲
斐
守
広
信
家
督
弐
万
石
、
無
相
違
被

下
置
。

同
年
十
二
月
十
九
日
、
叙
爵
被
仰
付
、
左
衛
門
佐
と
改
名
。

際
し
て
は
、
そ
の
請
求
記
号
を
、『
国
書
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
る
典
籍
を
使
用

す
る
場
合
は
「
国
書
　
○
○
○
」、文
書
の
場
合
は
「
文
書
　
○
○
○
」と
記
し
、

資
料
名
の
下
に
括
弧
に
入
れ
て
示
す
。

二
　
南
部
智
信
伝
資
料

和
歌
資
料
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
五
代
藩
主
南
部
智
信
の

伝
を
粗
々
と
見
て
お
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
諸
書
に
存
す
る
智
信
の
奥
書
・

識
語
に
は
ほ
と
ん
ど
年
代
の
記
載
が
な
く
、
官
職
と
位
階
が
重
要
な
手
掛
か
り

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
智
信
に
は
信
興
と
改
名

し
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
歌
書
の
奥
書
・
識
語
の
多
く
は
「
智
信
」
名
義
で
付

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
官
職
・
位
階
・
実
名
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
書

か
れ
た
時
期
の
凡
そ
の
見
当
が
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
、
智
信
の
履
歴
の
検
討
は

不
可
欠
の
作
業
と
い
え
る
。
や
や
煩
瑣
な
記
述
と
な
る
が
、
ご
了
承
い
た
だ
き

た
い
。

智
信
を
含
む
八
戸
藩
南
部
家
歴
代
の
系
譜
と
し
て
最
も
流
布
す
る
も
の
と
し

て
は
、「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
巻
二
百
十
一
に
四
代
藩
主
広
信
の
嫡
子
と
し
て

立
項
さ
れ
た
記
事
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
名
は
「
信
興
」
で
あ
り
、
智
信
と
称
し

た
と
い
う
記
載
は
な
い
。

亀
之
助
　
左
衛
門
　
左
衛
門
佐
　
遠
江
守
　
左
衛
門
尉
　
従
五
位
下
　
母

は
遠
山
氏
。
享
保
八
年
生
る
。
元
文
五
年
十
二
月
十
一
日
は
じ
め
て
有

徳
院
殿
に
ま
み
え
た
て
ま
つ
り
、
寛
保
元
年
六
月
二
十
四
日
遺
領
を
継
、
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に
も
二
歳
の
開
き
が
生
じ
る
が
、
も
し
他
の
資
料
に
よ
っ
て
享
保
十
年
九
月

二
十
五
日
出
生
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
は

四
十
九
歳
の
は
ず
で
あ
り
、「
系
譜
」
の
記
事
の
信
憑
性
は
高
ま
る
。「
寛
政
重

修
諸
家
譜
」
が
生
年
を
二
年
繰
り
上
げ
て
五
十
一
歳
説
を
唱
え
る
の
は
な
ぜ
な

の
か
。
家
の
安
泰
を
考
え
る
武
家
が
継
嗣
の
年
齢
を
ご
ま
か
し
て
幕
府
に
届
け

る
場
合
が
あ
る
。
系
譜
を
幕
府
へ
提
出
す
る
際
、
年
齢
を
二
歳
引
き
上
げ
る
ほ

う
が
得
策
で
あ
る
と
の
判
断
が
南
部
家
側
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
同
様
「
系
譜
」
に
お
い
て
も
南
部
家
五
代
は

あ
く
ま
で
「
信
興
」
と
し
て
立
項
さ
れ
、
智
信
と
名
乗
っ
た
事
実
は
一
切
反
映

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、次
に
掲
げ
る「
元
八
戸
南
部
家
系
」（
国

書
　
南
三
‐
八
〇
）
が
参
考
に
な
る
。

智
信
　
始
曰
智
信
　
後
改
信
興
　
再
為
智
信
　
亀
之
助

左
衛
門
　
左
衛
門
佐
　
遠
江
守
　
左
衛
門
尉

元
文
五
庚
申
年
十
二
月
廿
八
日
、
将
軍
吉
宗
公
え
初
御
目
見
。

寛
保
元
辛
酉
年
六
月
廿
四
日
、
従
将
軍
吉
宗
公
、
賜
父
広
信
之
遺
跡
。

寛
保
元
辛
酉
年
十
二
月
、
叙
従
五
位
下
、
申
任
左
衛
門
佐
。

延
享
二
乙
丑
年
二
月
五
日
、
娶
織
田
肥
前
守
輔
世
女
。

同
三
丙
寅
年
七
月
十
八
日
、
申
任
遠
江
守
、
去
左
衛
門
佐
。

同
四
丁
卯
年
十
月
十
五
日
、
改
名
信
興
。

宝
暦
十
二
壬
午
年
正
月
晦
日
、
願
之
上
総
髪
。

明
和
元
甲
申
年
閏
十
二
月
廿
一
日
、
申
任
左
衛
門
尉
、
去
遠
江
守
。

延
享
元
甲
子
年
五
月
七
日
、
駿
府
御
加
番
代
被
仰
付
候
処
、
病
気
付
、
同

年
八
月
廿
三
日
、
願
之
通
御
加
番
御
免
。

同
三
丙
寅
年
五
月
七
日
、
駿
府
御
加
番
代
被
仰
付
。

同
年
七
月
十
八
日
、
伺
之
上
、
遠
江
守
と
改
名
。

同
年
九
月
朔
日
、
駿
府
え
之
御
暇
被
仰
出
、
蒙
上
意
、
御
時
服
五
、
御
羽

織
拝
領
。

同
四
丁
卯
年
十
一
月
十
一
日
、
酒
井
雅
樂
頭
殿
宅
え
家
来
被
召
呼
、
朝
鮮

人
来
朝
に
付
、
遠
州
舞
坂
迄
、
鞍
皆
具
中
馬
三
匹
送
御
用
被
仰
付
。

宝
暦
十
二
壬
午
年
十
一
月
晦
日
、
酒
井
左
衛
門
尉
殿
宅
え
家
来
被
召
呼
、

朝
鮮
人
来
朝
に
付
、
遠
州
舞
坂
迄
、
鞍
皆
具
中
馬
三
匹
送
御
用
被
仰
付
。

明
和
元
甲
申
年
閏
十
二
月
廿
一
日
、
伺
之
上
、
左
衛
門
尉
と
改
名
。

同
二
乙
酉
年
、
病
気
に
付
、
五
月
廿
五
日
、
松
平
右
京
大
夫
殿
え
隠
居
願

書
差
出
候
処
、
同
月
廿
九
日
、
願
之
通
隠
居
被
仰
付
候
旨
、
名
代
織
田
丹

後
守
え
松
平
右
京
大
夫
殿
被
仰
渡
。

同
年
十
一
月
十
二
日
、
願
之
上
、
為
湯
治
在
所
八
戸
え
罷
下
候
処
、
其
後

全
快
無
之
に
付
、
不
致
出
府
。

安
永
二
癸
巳
年
八
月
十
三
日
、
四
十
九
歳
而
、
於
在
所
陸
奥
国
八
戸
死
去
。

同
所
月
渓
山
南
宗
寺
え
葬
。
法
名
龍
津
院
珠
厳
（
マ
マ
）宗
滉

（
４
）
。

最
も
重
要
な
異
同
と
し
て
は
、「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
が
享
保
八
年

（
一
七
二
三
）
出
生
説
を
採
る
の
に
対
し
、「
系
譜
」
が
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）

九
月
二
十
五
日
と
年
月
日
ま
で
特
定
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
当
然
、
享
年
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③
　「
系
譜
」（
文
書
　
二
‐
一
‐
〇
‐
〇
‐
六
）

④
　「
系
譜
」（
文
書
　
二
‐
一
‐
〇
‐
〇
‐
一
四
）

⑤
　「
御
両
家
御
由
緒
書
」（
文
書
　
二
‐
一
‐
〇
‐
〇
‐
一
六
）

⑥
　「（
御
由
緒
書
写
）」（
文
書
　
二
‐
一
‐
〇
‐
〇
‐
一
七
）

⑦
　「
御
家
譜
抜
書
」（
文
書
　
二
‐
一
‐
〇
‐
〇
‐
二
三
）

⑧
　「
御
代
々
記
」（
文
書
　
二
‐
一
‐
〇
‐
〇
‐
三
四
）

⑨
　
三
浦
忠
司
氏
著
・
種
市
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
御
九
代
集
　
全

　
八
戸
藩
主
南
部
家
の
系
譜
集
』（
種
市
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
五
年
）

三
　
南
部
智
信
伝
素
描

享
保
十
年
　
乙
巳
　
一
七
二
五
　
　
一
歳

○
　
九
月
二
十
五
日
（
ま
た
は
二
十
二
日
）、
江
戸
藩
邸
に
て
出
生
、
幼
名
亀

之
助
。（「
系
譜
」）

②
④
⑦
が
九
月
二
十
五
日
出
生
を
明
記
す
る
。
ま
た
、
生
母
に
つ
い
て
は
、

③
「
母 

妾
腹
遠
山
氏
女
」、
④
「
母
家
女
」、
⑤
「
御
実
母
　
栄
松
院
殿
　
遠

山
荘
大
夫
妻
に
被
下
之
」
な
ど
と
記
述
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
⑦
の
「
御
産

母
　
商
家
娘
藤
枝
　
後
御
家
士
遠
山
庄
大
夫
妻
に
被
成
下
、
庄
大
夫
死
後
栄
松

院
ト
号
」
や
⑨
「
御
産
母
　
江
戸
商
家
女
藤
枝
　
跡
御
家
士
遠
山
荘
大
夫
江
被

成
下
　
後
剃
髪
ニ
而
栄
松
院
」
の
記
事
が
事
の
経
緯
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

出
生
日
に
関
し
て
九
月
二
十
二
日
説
を
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の

は
、
次
の
よ
う
な
資
料
が
見
出
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
即
ち
、「
八
戸
藩
日
記

同
二
乙
酉
年
五
月
廿
九
日
、
依
多
病
願
之
上
隠
居
。

同
年
十
一
月
十
二
日
、
願
之
上
、
為
湯
治
在
所
八
戸
え
下
、
以
後
不
得
快

気
、
不
能
出
府
。

明
和
八
辛
卯
年
九
月
廿
日
、
再
改
名
智
信
。

安
永
二
癸
巳
年
八
月
十
三
日
、
於
八
戸
卒
。
寿
四
十
九
歳
。

同
年
九
月
五
日
、
葬
於
月
渓
山
南
宗
寺
。
法
名
、
龍
津
院
殿
前
金
吾
校
尉

珠
巌
宗
滉
大
居
士
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
十
月
十
五
日
か
ら
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）
九
月
十
九
日
ま
で
信
興
を
実
名
と
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、「
智
信
」

名
の
奥
書
・
識
語
が
書
か
れ
た
時
期
か
ら
、「
信
興
」
と
改
名
し
て
い
た
期
間

は
当
然
な
が
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
八
戸

退
隠
の
主
た
る
原
因
が
病
気
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
明
和
八
年
に
再
度
智
信
を

名
乗
っ
て
以
降
死
去
す
る
ま
で
の
足
掛
け
三
年
間
に
歌
学
に
勤
し
ん
だ
可
能
性

は
低
く
、
智
信
が
歌
学
に
集
中
し
た
の
は
元
文
末
か
ら
延
享
四
年
ま
で
の
八
年

ほ
ど
の
間
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
推
測
で
あ
ろ
う
。

以
上
三
つ
の
資
料
に
南
部
家
の
系
譜
類
を
重
ね
合
わ
せ
、
さ
ら
に
他
資
料
の

援
用
を
仰
い
で
智
信
の
生
涯
を
概
観
す
る
が
、
基
本
と
な
る
系
譜
類
の
記
事
に

は
共
通
点
が
多
い
の
で
、
い
ち
い
ち
引
用
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
各
資
料
の
通
し

番
号
で
異
同
の
説
明
を
行
う
。
参
照
し
た
系
譜
類
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
　「
元
八
戸
南
部
家
記
」（
国
書
　
南
三
‐
八
一
）

②
　「
御
系
図
御
書
継
」（
文
書
　
二
‐
一
‐
〇
‐
〇
‐
四
）
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日
の
飛
脚
便
に
そ
の
情
報
を
託
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
藩
の
公
式
系
譜

で
は
九
月
二
十
五
日
出
生
で
統
一
さ
れ
た
が
、
事
実
は
二
十
二
日
で
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。

○
　
十
月
十
五
日
、
幕
府
よ
り
嫡
子
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。（
⑦
）

⑦
に
「
享
保
十（
マ
マ
）五
年
十
月
十
五
日
、
御
嫡
子
、
御
願
之
通
被
仰
出
」
と
あ
る

が
、「
十
五
」
を
「
十
」
の
誤
り
と
判
断
す
る
。「
若
子
様
」
は
幕
府
の
承
認
を

得
て
正
式
に
嫡
子
と
な
っ
た
。
な
お
、「
亀
之
助
」
の
幼
名
は
、「
八
戸
藩
日
記
」

「
御
用
人
所
日
記
」
い
ず
れ
も
十
一
月
朔
日
の
条
に
初
め
て
現
わ
れ
る
。

元
文
五
年
　
庚
申
　
一
七
四
〇
　
　
十
六
歳
　

○
　
十
二
月
二
十
八
日
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
初
御
目
見
。（「
系
譜
」「
元

八
戸
南
部
家
系
」）

「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
で
は
十
二
月
十
一
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
②
③
⑥
に

も
十
二
月
二
十
八
日
と
記
述
さ
れ
る
。「
有
徳
院
殿
御
実
紀
」
巻
五
十
二
の
元

文
五
年
十
二
月
二
十
八
日
の
記
事
に
も
「
南
部
甲
斐
守
広
信
が
子
亀
之
助
信
興

初
見
し
奉
る
（
６
）

」
と
あ
る
の
で
、十
二
月
二
十
八
日
の
ほ
う
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、こ
の
記
載
は
後
年
の
も
の
で
、元
文
五
年
当
時
に
「
信
興
」
と
名
乗
っ

た
事
実
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

寛
保
元
年
　
辛
酉
　
一
七
四
一
　
　
十
七
歳

（
五
四
）」（
文
書
　
七
‐
一
‐
〇
‐
〇
‐
五
四
）
享
保
十
年
十
月
朔
日
の
条
に
、

「
昨
夜
中
、江
戸
よ
り
御
飛
脚
下
着（
以
下
略
）」と
し
た
上
で「
一
、九
月
廿
二
日
、

於
江
戸
御
若
子
様
御
誕
生
被
遊
候
由
、
申
来
」
と
、
小
書
き
で
補
っ
て
あ
る
の

が
一
つ
目
、
そ
し
て
「
御
用
人
所
日
記
（
三
九
五
）」（
文
書
　
七
‐
四
‐
〇
‐

〇
‐
三
）
の
享
保
十
年
十
月
朔
日
条
に
、「
江
戸
よ
り
御
飛
脚
、九
月
廿
三
日
立
、

七
日
振
之
処
、
今
日
到
着
（
以
下
略
）」
と
記
し
た
上
で
、「
一
、
於
江
戸
御
屋

敷
山
村
平
馬
長
屋
に
而
若
子
様
御
誕
生
被
遊
之
由
、
申
来
（
以
下
略
）」
と
あ

る
の
が
二
つ
目
の
根
拠
と
な
る
。「
八
戸
藩
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
飛
脚
便
の
到

着
は
「
昨
夜
中
」、
つ
ま
り
九
月
三
十
日
の
夜
で
あ
る
。
事
務
処
理
が
行
わ
れ

た
の
が
十
月
一
日
で
あ
っ
た
た
め
、
一
日
の
記
事
の
行
間
に
補
記
す
る
必
要
が

生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、「
御
用
人
所
日
記
」
の
「
七
日
振
」
は
七
日
間

を
要
す
る
八
戸
藩
の
飛
脚
便
の
こ
と
（
５
）

、
九
月
二
十
三
日
に
江
戸
を
発
っ
て
七
日

目
は
二
十
九
日
だ
が
、
遅
れ
て
到
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、「
御
用
人

所
日
記
」
に
い
う
「
今
日
到
着
」
の
「
今
日
」
が
あ
く
ま
で
も
十
月
朔
日
を
指

す
と
す
れ
ば
、「
八
戸
藩
日
記
」
に
い
う
九
月
三
十
日
到
着
と
一
日
の
齟
齬
が

生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
、
御
用
人
所
に
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は

十
月
朔
日
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
こ
の
間
の
経
緯
に
は

不
分
明
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
二
十
二
日
出
生
説
に
全
面
的
な
信
憑
性
を
認
め
る

に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
若
君
誕
生
の
知
ら
せ
は
九

月
二
十
三
日
に
江
戸
を
出
立
し
た
飛
脚
便
に
よ
っ
て
八
戸
に
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
も
し
二
十
五
日
の
出
生
で
あ
っ
た
な
ら
、
二
十
三
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⑨
に
は
や
や
詳
し
く
「
同
三
年
亥
閏
四
月
十
五
日
江
戸
御
発
駕
　
御
入
部
同
廿

九
日
八
戸
江
御
着
座
」
と
あ
る
。「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
に
い
う
「
三
年
四
月

十
五
日
は
じ
め
て
封
地
に
行
の
い
と
ま
を
た
ま
ふ
」
の
「
四
月
十
五
日
」
は
、

幕
府
か
ら
許
可
を
貰
っ
た
日
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、「
閏
四
月
十
五
日
」

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、「
閏
」
の
字
を
脱
落
さ
せ
た
も
の
か
。

延
享
元
年
　
甲
子
　
一
七
四
四
　
　
二
十
歳

○
　
五
月
七
日
、
幕
府
よ
り
次
期
の
駿
府
加
番
を
発
令
さ
れ
る
も
の
の
、
病
気

の
た
め
、
八
月
二
十
三
日
に
免
ぜ
ら
れ
る
。（「
系
譜
」）

「
系
譜
」の
他
、②
③
⑥
が「
加
番
代
」と
し
、⑨
は「
加
番
」と
の
み
記
す
。「
代
」

字
は
九
月
の
交
替
時
に
就
任
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
旨
を
示
す
の
で
あ
ろ

う
。
一
旦
命
を
受
け
た
も
の
の
、
病
気
の
た
め
任
務
を
免
ぜ
ら
れ
る
よ
う
願
を

出
し
、
八
月
二
十
三
日
付
で
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
二
年
後
に

改
め
て
駿
府
加
番
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
る
。

○
　
七
月
十
一
日
、
織
田
幸
次
郎
輔
宜
の
姉
と
の
縁
組
を
幕
府
よ
り
許
可
さ
れ

る
。（
⑨
）

⑨
に
「
同
年
（
延
享
元
年

―
引
用
者
注
）
七
月
十
一
日
織
田
幸
次
郎
様
御

姉
君
御
縁
組
御
願
之
通
被
蒙
仰
　
且
御
願
被
差
上
候
月
日
不
相
知
」
と
の
記
事

が
あ
り
、
出
願
の
月
日
こ
そ
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
七
月
十
一
日
付
で
許
可
が

下
り
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
織
田
幸
次
郎
輔
宜
は
大
和
戒
重
藩
主
。
父
長
亮（
初

○
　
六
月
二
十
四
日
、
家
督
相
続
。（「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」「
系
譜
」「
元
八
戸

南
部
家
系
」）

①
②
③
⑥
⑦
⑨
に
も
明
記
す
る
。
な
お
、⑨
に
は
「
七
月
朔
日
御
礼
被
仰
上
」

と
も
あ
り
、
無
事
に
家
督
相
続
を
許
さ
れ
た
智
信
が
将
軍
吉
宗
に
御
礼
言
上
を

し
た
件
を
記
録
す
る
。

○
　
七
月
五
日
、
元
服
。
左
衛
門
と
称
す
る
。（
⑦
⑨
）

⑦
に「
同
年
七
月
五
日
、御
元
服
、左
衛
門
様
と
御
伺
之
通
被
仰
出
」、⑨
に「
同

年
七
月
五
日
御
元
服
　
左
衛
門
様
と
御
伺
之
通
被
蒙
仰
」
と
あ
っ
て
、
家
督
相

続
後
間
も
な
く
元
服
し
、
左
衛
門
と
称
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
亀
之
助
か
ら
智

信
へ
の
改
名
も
こ
の
年
で
あ
ろ
う
。

○
　
十
二
月
十
九
日
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
左
衛
門
佐
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

（「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」「
系
譜
」）

①
②
③
⑥
⑦
⑨
が
「
叙
爵
」
と
「
左
衛
門
佐
」
を
明
示
す
る
。「
元
八
戸
南

部
家
系
」
が
日
付
を
示
さ
な
い
の
は
不
審
だ
が
、
他
資
料
に
従
っ
て
十
九
日
と

定
め
た
。

寛
保
三
年
　
癸
亥
　
一
七
四
三
　
　
十
九
歳

○
　
閏
四
月
二
十
九
日
、
八
戸
初
入
部
。（
⑦
⑨
）

⑦
に
「
同
（
寛
保

―
引
用
者
注
）
三
年
亥
閏
四
月
廿
九
日
、
御
入
部
」、
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以
下
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
南
部
家
旧
蔵
文
書
に
「
駿
府
加
番
覚
書
」（
文

書
　
三
‐
三
‐
〇
‐
〇
‐
五
）
が
伝
存
す
る
。
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
元
旦

よ
り
十
月
十
五
日
ま
で
の
駿
府
加
番
の
業
務
日
誌
で
あ
る
が
、
折
紙
の
書
状
を

横
に
裁
断
し
て
裏
返
し
、
袋
綴
に
し
て
使
用
し
て
い
る
。
八
戸
市
立
図
書
館
の

御
好
意
で
紙
背
の
調
査
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
。
す
る
と
、
書
状
は
南
部
左
衛

門
佐
・
南
部
遠
江
守
、
即
ち
智
信
宛
の
も
の
で
あ
り
、
大
半
が
「
ゆ
ふ
」
と
い

う
女
性
、一
部
は「
寿
昌
院
」と
い
う
女
性
が
差
出
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

表
の
「
駿
府
加
番
覚
書
」
の
二
月
十
二
日
条
に
「
江
戸
よ
り
、
自
分
妻
、
去
ル

十
日
之
暁
出
産
致
候
段
、
申
来
ル
」
と
あ
る
の
は
、
江
戸
の
正
室
が
智
信
の
嫡

男
信
依
を
産
ん
だ
と
の
知
ら
せ
が
駿
府
に
い
る
智
信
の
も
と
に
届
い
た
こ
と
を

物
語
る
。
と
な
る
と
、「
駿
府
加
番
覚
書
」
は
智
信
自
身
の
手
控
え
と
し
て
書

か
れ
、
延
享
四
年
元
旦
よ
り
前
に
届
い
た
書
状
を
智
信
自
ら
反
故
と
し
て
、
そ

の
裏
を
再
利
用
し
た
と
見
て
間
違
い
な
い
。
い
ず
れ
全
文
の
紹
介
が
望
ま
れ
る

が
、
取
り
敢
え
ず
「
ゆ
ふ
」
と
「
寿
昌
院
」
の
素
性
に
関
わ
る
情
報
を
摘
記
す

れ
ば
次
の
通
り
と
な
る
。

ま
ず
、「
御
参
勤
も
だ
ん
〳
〵
近
よ
り
、
御
う
れ
し
さ
〳
〵
た
の
し
み
く
ら

し
ま
い
ら
せ
候
」（
正
月
四
日
付
左
衛
門
佐
宛
ゆ
ふ
書
状
）
の
よ
う
に
、
ゆ
ふ

は
智
信
の
参
勤
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。
そ
の
気
持
ち
は
、「
今
年
も
も
は
や

少
に
成
ま
い
ら
せ
候
。
た
ゞ
今
ま
で
の
御
事
存
候
へ
ば
、
は
や
う
も
立
候
よ
と

も
存
候
が
、
ま
た
心
に
存
候
ほ
ど
に
は
は
や
う
立
不
申
か
と
存
ま
い
ら
せ
候
。

そ
の
御
程
に
て
は
い
か
ゞ
覚
し
め
し
候
や
。
何
と
ぞ
〳
〵
は
や
〳
〵
二
三
月
、

名
輔
世
）が
享
保
十
八
年（
一
七
三
三
）六
月
七
日
に
三
十
六
歳
で
没
し
た
た
め
、

当
年
二
歳
で
家
督
を
継
ぐ
。延
享
二
年（
一
七
四
五
）に
藩
庁
を
芝
村
に
移
す（
以

上
、「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
巻
四
百
九
十
二
）。
正
室
と
な
る
女
性
が
織
田
家
の

当
主
の
姉
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
の
は
、
他
に
②
「
織
田
丹
後
守
輔
宜
姉
」、

⑤
「
織
田
丹
後
守
姉
、
母
上
細
川
和
泉
守
息
女
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
は

単
に
織
田
肥
前
守
輔
世
の
娘
で
あ
る
旨
を
記
す
の
み
。

延
享
二
年
　
乙
丑
　
一
七
四
五
　
　
二
十
一
歳

○
　
二
月
五
日
、
織
田
肥
前
守
輔
世
の
娘
（
輔
宜
の
姉
）
と
結
婚
す
る
。（「
元

八
戸
南
部
家
系
」
②
⑨
）

婚
姻
の
日
付
を
明
記
す
る
の
は
右
の
三
資
料
に
限
ら
れ
る
。
な
お
、
前
年
七

月
の
婚
約
か
ら
輿
入
れ
ま
で
を
記
録
す
る
の
が
、「（
南
部
信
興
縁
組
関
係
）」

（
文
書
　
二
‐
七
‐
〇
‐
〇
‐
三
）
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
八
戸
藩
南
部
家
関
係
の
書
籍
を
通
覧
し
て
も
、
正
室
の
名
前
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、三
浦
氏
著
の
「
八
戸
藩
主
一
覧
（
７
）

」
の
「
奥
方
」

欄
に
は
「
大
和
芝
村
藩
主
織
田
輔
世
の
娘
（
前
室
）」
と
あ
る
の
み
で
、
名
前

は
記
さ
れ
な
い
。
ま
た
、⑨
に
含
ま
れ
る「
側
室
と
子
供
の
出
産
一
覧
」表（
一
七

頁
）
に
は
、正
室
・
後
室
せ
な
と
十
人
の
側
室
の
産
ん
だ
子
供
の
数
が
並
ぶ
が
、

正
室
の
み
名
前
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
八
戸
藩
南
部
家

研
究
の
現
状
な
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
思
わ
ぬ
形
で
彼
女
の
名
を
知
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
た
の
で
、
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を
伝
え
る
文
脈
で
幸
二
郎
に
言
及
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
寿
昌
院
が
輔
宜
の
母
で

あ
る
と
判
断
し
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
と
な
れ
ば
、
同
書
状
で
「
お
ゆ
ふ
事

も
ず
い
ぶ
ん
た
つ
し
や
に
後
ざ
候
」
と
寿
昌
院
が
言
及
す
る
「
お
ゆ
ふ
」
も
、

寿
昌
院
と
は
極
め
て
近
い
間
柄
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、
幸
次
郎
輔
宜
の
姉
で
あ

り
、
寿
昌
院
の
娘
、
即
ち
智
信
の
正
室
と
見
る
の
が
一
番
自
然
で
あ
る
。
ち
な

み
に
麻
布
白
金
台
に
は
織
田
家
の
上
屋
敷
が
あ
っ
た
（
木
村
礎
氏
他
編
『
藩
史

大
事
典
』
第
五
巻
〈
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
九
年
〉
一
七
七
頁
）。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
智
信
の
正
室
の
名
を
ゆ
ふ
と
特
定
し
て
お
き
た
い
。

延
享
三
年
　
丙
寅
　
一
七
四
六
　
　
二
十
二
歳

○
　
五
月
七
日
、
駿
府
加
番
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。（「
系
譜
」）

「
系
譜
」
の
他
、
②
③
⑥
⑨
に
記
事
が
あ
る
。

○
　
七
月
十
八
日
、
左
衛
門
佐
か
ら
遠
江
守
へ
と
改
め
る
。（「
寛
政
重
修
諸
家

譜
」「
系
譜
」「
元
八
戸
南
部
家
系
」）

①
②
③
⑦
⑨
も
明
記
す
る
と
こ
ろ
で
、
智
信
の
経
歴
と
し
て
は
重
要
な
事
柄

と
な
る
。
な
お
、
延
享
二
年
の
項
で
引
用
し
た
十
月
朔
日
付
南
部
遠
江
守
宛
寿

昌
院
書
状
は
、
遠
江
守
拝
命
の
後
な
の
で
、
こ
の
年
十
月
一
日
の
発
信
と
確
定

で
き
る
。

○
　
九
月
一
日
、
駿
府
へ
の
赴
任
に
先
立
ち
、
江
戸
城
で
将
軍
家
重
に
拝
謁
し

時
分
の
ち
に
致
候
て
見
ま
い
ら
せ
候
た
く
、
そ
れ
の
み
〳
〵
申
く
ら
し
ま
い
ら

せ
候
」（
霜
月
九
日
付
左
衛
門
佐
宛
ゆ
ふ
書
状
）
と
い
う
ほ
ど
切
実
な
も
の
で

あ
っ
た
。

次
に
、「
こ
ゝ
元
に
て
も
、松
之
助
様
に
も
ず
い
分
〳
〵
御
き
嫌
よ
く
被
為
入
、

お
く
へ
を
り
〳
〵
被
為
入
、
御
あ
そ
び
被
遊
候
ま
ゝ
、
か
な
ら
ず
〳
〵
御
あ
ん

じ
被
遊
ま
じ
く
候
」（
八
月
三
日
付
南
部
左
衛
門
佐
宛
ゆ
ふ
書
状
）
の
よ
う
に
、

ゆ
ふ
は
必
ず
「
松
之
助
様
」
の
近
況
を
報
告
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
松
之
助

は
智
信
の
弟
信
之
（
通
称
式
部
）
の
幼
名
で
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
九

月
十
六
日
の
生
ま
れ
（
②
）、
延
享
二
年
に
は
十
一
歳
と
な
っ
て
い
る
。
寛
延

元
年
（
一
七
四
八
）
五
月
十
五
日
に
病
の
た
め
八
戸
に
下
る
こ
と
と
な
る
（「
元

八
戸
南
部
家
系
」）
が
、
そ
れ
ま
で
は
八
戸
藩
江
戸
屋
敷
に
居
住
し
た
は
ず
で
、

ゆ
ふ
は
松
之
助
と
同
じ
屋
根
の
下
に
い
た
か
ら
こ
そ
、
松
之
助
の
消
息
に
通
じ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
ゆ
ふ
は
「
白
金
に
て
も
寿
昌
院
さ
ま
初
御
揃
被
成
、
何
の
御
い
と

ひ
も
あ
ら
せ
ら
れ
ず
候
ま
ゝ
、
御
心
安
思
召
被
下
べ
く
候
」（
八
月
中
六
付
左

衛
門
佐
宛
ゆ
ふ
書
状
）
の
ご
と
く
、「
白
金
」
の
消
息
を
も
付
け
加
え
る
こ
と

を
忘
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
「
白
金
」
に
住
む
寿
昌
院
は
、
智
信
に
対
し
、「
わ

た
く
し
初
、
子
共
揃
候
て
そ
く
さ
ゐ
に
く
ら
し
申
候
。
り
よ
ぐ
わ
い
な
が
ら
御

心
安
く
思
し
め
し
可
被
下
候
。
幸
二
郎
始
よ
ろ
し
く
申
進
候
た
き
よ
し
申
候
」

（
十
月
朔
日
付
南
部
遠
江
守
宛
寿
昌
院
書
状
）
な
ど
と
言
い
送
っ
て
い
る
。「
幸

二
郎
」
が
織
田
幸
次
郎
輔
宜
で
あ
る
の
は
疑
い
よ
う
も
な
く
、
子
供
達
の
息
災
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○
　
二
月
十
二
日
、
江
戸
表
よ
り
正
室
ゆ
ふ
が
十
日
に
出
産
し
た
旨
の
知
ら
せ

を
受
け
取
る
。（「
駿
府
加
番
覚
書
」）

⑦
に
「
御
嫡
　
右
近
様
　
御
幼
名
亀
次
郎
様
　
延
享
四
卯
二
月
十
日
御
誕
生  

御
本
腹
」
と
あ
る
の
が
該
当
す
る
。
後
の
信
依
で
あ
る
。

○
　
九
月
二
十
九
日
、
駿
府
加
番
を
無
事
交
代
し
、
江
戸
に
帰
る
。（
⑨
）

⑨
の
「
同
（
延
享

―
引
用
者
注
）
四
年
卯
九
月
廿
九
日
駿
府
御
交
代
相
済  

江
戸
表
江
御
帰
府
」
と
の
記
事
に
拠
る
。

○
　
十
月
十
五
日
、
江
戸
城
で
将
軍
家
重
に
拝
謁
し
、
駿
府
加
番
の
任
務
完
了

を
報
告
す
る
。（「
惇
信
院
殿
御
実
紀
」
巻
六
）
同
日
、名
を
信
興
と
改
め
る
。

（「
元
八
戸
南
部
家
系
」）

一
年
前
に
赴
任
前
の
挨
拶
を
し
た
三
人
が
、
同
じ
く
打
ち
揃
っ
て
家
重
に
帰

府
を
告
げ
た
（
第
九
篇
四
四
〇
頁
）。
公
務
の
記
録
と
し
て
は
欠
か
せ
な
い
事

項
だ
が
、本
稿
の
目
的
と
し
て
は
む
し
ろ
信
興
へ
の
改
名
の
方
が
重
要
で
あ
る
。

智
信
か
ら
信
興
へ
の
改
名
の
日
時
を
明
記
す
る
の
は
、
②
「
延
享
四
丁
卯
十
月

十
五
日
、
信
興
公
に
被
為
成
」、
⑦
「
同
（
延
享

―
引
用
者
注
）
四
卯
十
月

十
五
日
、御
実
名
、信
興
公
ト
御
改
」、⑨
「
同
年
（
延
享
四
年

―
引
用
者
注
）

十
月
十
五
日
御
実
名
信
興
公
と
御
改
」
な
ど
で
、「
八
戸
藩
日
記
（
七
六
）」（
文

書
　
七
‐
一
‐
〇
‐
〇
‐
七
六
）
の
延
享
四
年
十
一
月
四
日
条
に
も
、
前
日
に

到
着
し
た
江
戸
か
ら
の
飛
脚
便
で
「
先
月
十
五
日
御
帰
府
御
礼
被
仰
上
候
儀
」

て
御
暇
を
賜
り
、
時
服
五
つ
と
羽
織
を
拝
領
す
る
。（「
系
譜
」）

②
に
は
「
延
享
三
年
寅
九
月
朔
日
御
登
城
、
駿
府
え
之
御
暇
被
蒙
仰
、
御
時

服
五
ツ
、
御
羽
織
御
拝
領
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
趣
旨
の
記
事
は
②
の
他
の
箇

所
に
も
見
ら
れ
、
さ
ら
に
③
⑥
も
同
様
の
記
事
を
載
せ
る
。「
惇
信
院
殿
御
実

紀
」
巻
四
の
延
享
三
年
九
月
朔
日
条
に
も
「
南
部
遠
江
守
信
興
、
寄
合
渡
辺
城

之
進
昌
、
中
坊
左
京
秀
亨
、
駿
府
の
加
番
に
さ
ゝ
れ
て
暇
た
ま
は
る
」（
第
九

篇
三
九
八
頁
）
と
記
さ
れ
る
の
で
、
家
重
と
の
面
会
は
事
実
と
し
て
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

○
　
九
月
十
九
日
、
江
戸
発
駕
、
同
二
十
三
日
、
駿
府
到
着
。（
⑨
）

⑨
に
は
「
同
年
（
延
享
三
年

―
引
用
者
注
）
九
月
十
九
日
駿
府
江
御
発
駕

同
廿
三
日
同
所
江
御
着
座
」
と
あ
る
。
十
月
朔
日
付
南
部
遠
江
守
宛
寿
昌
院
書

状
に
「
御
定
め
之
通
り
廿
三
日
に
そ
の
御
地
へ
御
着
座
被
成
、
廿
五
日
に
御

首
尾
よ
く
御
更
代
も
相
す
み
申
候
由
」
と
の
一
節
が
あ
る
の
は
、
駿
府
に
無
事

到
着
し
て
事
務
引
継
ぎ
を
済
ま
せ
た
旨
の
報
告
が
智
信
か
ら
届
い
た
故
で
あ

ろ
う
。

延
享
四
年
　
丁
卯
　
一
七
四
七
　
　
二
十
三
歳

○
　
元
旦
、
駿
府
加
番
在
勤
の
手
控
え
「
駿
府
加
番
覚
書
」
を
起
筆
し
、
十
月

十
五
日
ま
で
継
続
す
る
。

延
享
二
年
の
条
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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「
惇
信
院
殿
御
実
紀
」
巻
七
の
寛
延
元
年
二
月
七
日
条
に
、「
七
日
公
卿
参
向

近
づ
き
け
れ
ば
館
伴
命
ぜ
ら
る
」
と
し
て
「
大
宮
使
は
南
部
遠
江
守
信
興
」（
第

九
篇
四
四
九
頁
）
と
の
記
載
が
あ
る
他
、
②
に
「
同
（
延
享

―
引
用
者
注
）

五
年
二
月
七
日
、
大
宮
使
伝
奏
御
馳
走
被
蒙
仰
、
姉
小
路
宰
相
中
将
様
」、
③

に
「
同
五
戊
辰
年
二
月
七
日
、
公
家
衆
御
馳
走
人
被
仰
付
候
」、
⑨
に
「
寛
延

元
年
辰
二
月
七
日
参
向
之
公
家
衆
御
馳
走
被
蒙
仰
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
八

戸
藩
南
部
家
文
書
に
は
延
享
四
年
八
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
伝
奏
自
務
覚
」（
文

書
　
三
‐
五
‐
〇
‐
〇
‐
一
〇
）
と
題
す
る
記
録
が
あ
り
、
南
部
家
で
は
半
年

以
上
も
前
か
ら
周
到
に
準
備
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

寛
延
二
年
　
己
巳
　
一
七
四
九
　
　
二
十
五
歳

○
　
五
月
十
九
日
、
正
室
ゆ
ふ
死
去
。（
⑤
⑦
⑨
）

⑤
「
奥
方
様
　
荘
巌
院
殿
、
寛
延
二
巳
年
五
月
十
九
日
卒
（
こ
れ
以
降
の
記

述
は
、
延
享
元
年
七
月
十
一
日
の
項
に
引
用
済
み
）」、
⑦
「
奥
様
、
織
田
肥
前

守
輔
世
公
息
女
、
寛
延
二
巳
五
月
十
九
日
御
遠
行
、
荘
厳
院
様
ト
奉
号
、
金
地

院
」、
⑨
「
寛
延
二
年
巳
五
月
十
九
日
奥
様
御
遠
行
　
御
法
名
荘
厳
院
様
」
の

各
記
事
に
従
っ
て
立
項
す
る
。
法
号
に
つ
い
て
は
、
右
の
資
料
以
外
に
も
②
に

「
荘
巌
院
殿
と
号
ス
」
と
あ
る
な
ど
、「
荘
厳
院
」「
荘
巌
院
」
の
い
ず
れ
な
の

か
が
確
定
で
き
な
い
。
八
戸
藩
の
江
戸
の
菩
提
寺
金
地
院
の
墓
石
等
の
確
認
が

必
要
と
な
る
が
、
現
時
点
で
は
未
確
認
で
あ
る
。

な
お
、
三
浦
氏
（
８
）

に
よ
れ
ば
、
正
室
は
二
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
こ

と
と
も
に
「
御
実
名
并
御
押
而
御
改
被
遊
候
段
被
仰
付
」
旨
の
知
ら
せ
を
受
け

た
こ
と
を
記
録
す
る
。

智
信
が
こ
の
年
の
初
め
ご
ろ
に
は
既
に
改
名
を
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す

資
料
が
あ
る
。「（
南
部
信
興
押
字
、
書
き
判
考
等
）」（
文
書
　
二
‐
二
‐
〇
‐

〇
‐
一
）
と
し
て
一
括
さ
れ
た
中
に
含
ま
れ
る
「
御
名
乗
字
考
」
が
そ
れ
で
あ

る
。「
延
享
丁
卯
早
春
」
付
で
「
容
斎
貞
父
」
が
書
し
た
も
の
で
、
信
安
・
信

興
・
安
信
の
三
つ
の
名
乗
ご
と
に
「
帰
納
」
即
ち
上
下
の
字
の
反
切
で
そ
れ
ぞ

れ
珊
・
升
・
印
の
字
を
掲
げ
、
音
と
訓
を
添
え
て
い
る
。
ま
た
、
安
信
・
信
興

他
の
花
押
の
見
本
を
示
し
て
そ
の
中
か
ら
選
択
す
る
よ
う
に
意
見
を
述
べ
た
書

付
も
あ
り
、
何
ら
か
の
理
由
で
智
信
の
実
名
を
改
め
る
べ
く
、
調
査
と
検
討
を

指
示
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。結
果
的
に
信
興
が
採
用
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、

な
ぜ
こ
の
時
智
信
を
改
め
る
必
要
が
あ
っ
た
か
は
、
後
に
は
ま
た
智
信
へ
と
戻

す
こ
と
に
な
る
理
由
も
含
め
て
、現
時
点
で
は
不
明
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

○
　
十
一
月
十
一
日
、
翌
年
の
朝
鮮
通
信
使
来
朝
の
準
備
の
一
環
と
し
て
、
遠

江
舞
坂
へ
馬
三
匹
を
送
る
よ
う
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。（「
系
譜
」）

③
に
も
ほ
ぼ
同
文
の
記
載
を
見
る
。

延
享
五
年
（
寛
延
元
年
）　
戊
辰
　
一
七
四
八
　
　
二
十
四
歳

○
　
二
月
七
日
、
江
戸
参
向
の
公
家
衆
の
御
馳
走
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。（「
惇

信
院
殿
御
実
紀
」
巻
七
）



̶ 26 ̶

た
だ
し
、
③
に
は
「
中
馬
四
疋
」
と
あ
っ
て
微
妙
な
食
い
違
い
を
見
せ
る
。

こ
こ
に
い
う
「
朝
鮮
人
来
朝
」
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
二
月
に
江
戸
に

到
着
し
た
通
信
使
の
こ
と
で
あ
る
。
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
後
半
に

は
出
発
す
る
手
は
ず
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
幕
府
と
し
て
も
早
め
に
準
備
に
か

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
　
十
二
月
十
五
日
、
信
依
、
十
代
将
軍
家
治
へ
初
御
目
見
。（
⑥
⑨
）

⑥
に
「
宝
暦
十
二
壬
午
年
十
二
月
十
五
日
、
初
而
之
御
目
見
申
上
」、
⑨
に

も
同
日
の
事
と
し
て
「
若
殿
様
御
目
見
無
御
滞
被
仰
上
」と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、

「
浚
明
院
殿
御
実
紀
」
巻
六
の
宝
暦
十
二
年
十
二
月
十
五
日
の
条
に
も
「
南
部

遠
江
守
信
興
が
子
左
近
信
依
は
じ
め
て
見
え
奉
る
」（
第
十
篇
一
〇
三
頁
）
の

記
事
を
見
出
す
。
信
依
は
こ
の
年
十
六
歳
で
あ
る
。

明
和
元
年
　
甲
申
　
一
七
六
四
　
　
四
十
歳

○
　
閏
十
二
月
二
十
一
日
、
遠
江
守
を
左
衛
門
尉
と
改
め
る
。（「
寛
政
重
修
諸

家
譜
」「
系
譜
」「
元
八
戸
南
部
家
系
」）

①
②
③
も
同
様
に
閏
十
二
月
と
す
る
の
に
対
し
、
⑦
⑨
は
十
二
月
説
の
立
場

を
取
る
。
⑦
⑨
が
「
閏
」
字
を
脱
落
さ
せ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
と
判
断
し
、

閏
十
二
月
を
採
用
す
る
。

明
和
二
年
　
乙
酉
　
一
七
六
五
　
　
四
十
一
歳

れ
も
今
後
の
調
査
で
の
確
認
を
必
要
と
す
る
。

宝
暦
十
一
年
　
辛
巳
　
一
七
六
一
　
　
三
十
七
歳

○
　
三
月
二
十
五
日
、
江
戸
参
向
の
公
家
衆
の
御
馳
走
控
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る

か
。（
⑨
）

⑨
に
「
宝
暦
十
一
年
巳
三
月
廿
五
日
参
向
之
公
家
衆
御
馳
走
控
被
蒙
仰
」
と

あ
る
の
に
拠
っ
た
が
、
他
の
資
料
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
年
、
公
卿
達
は
三
月

五
日
に
参
向
し
、
同
十
二
日
に
は
辞
見
に
臨
ん
で
い
る
（「
浚
明
院
殿
御
実
紀
」

巻
三
）
の
で
、
三
月
二
十
五
日
に
命
を
受
け
た
の
が
本
当
で
あ
れ
ば
、
こ
の
年

の
公
卿
接
待
と
は
無
関
係
と
な
り
、
信
憑
性
の
点
で
疑
問
が
残
る
。

宝
暦
十
二
年
　
壬
午
　
一
七
六
二
　
　
三
十
八
歳
　
　

○
　
正
月
晦
日
、
総
髪
を
許
さ
れ
る
。（「
元
八
戸
南
部
家
系
」）

②
に
も
同
じ
日
付
で
「
御
惣
髪
」
と
あ
り
、
⑦
も
や
は
り
「
宝
暦
十
二
午
正

月
晦
日
、
御
惣
髪
、
御
願
之
通
被
仰
出
」
と
記
す
が
、
⑨
は
五
月
二
十
二
日
に

惣
髪
の
願
を
出
し
「
同
晦
日
」
に
願
の
通
り
許
さ
れ
た
旨
を
記
載
す
る
。
宝
暦

十
二
年
の
五
月
は
小
の
月
な
の
で
、
五
月
の
晦
日
は
あ
り
得
な
い
。「
五
月
」

は
「
正
月
」
の
誤
り
と
見
て
正
月
説
を
採
用
す
る
。

○
　
十
一
月
晦
日
、
朝
鮮
通
信
使
来
朝
の
準
備
の
一
環
と
し
て
、
遠
江
舞
坂
へ

馬
三
匹
を
送
る
よ
う
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。（「
系
譜
」）　
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し
て
も
、
そ
の
事
実
は
動
か
な
い
。

安
永
二
年
　
癸
巳
　
一
七
七
三
　
　
四
十
九
歳

○
　
八
月
十
三
日
、
八
戸
に
て
死
去
。（「
系
譜
」「
元
八
戸
南
部
家
系
」）
九
月

五
日
、
南
宗
寺
に
葬
る
。（
②
）

八
戸
藩
南
部
家
の
資
料
す
べ
て
、
享
年
は
四
十
九
歳
で
統
一
さ
れ
る
。
年
譜

を
編
ん
で
こ
こ
に
至
れ
ば
、
一
切
の
齟
齬
も
な
く
、「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
の

み
が
主
張
す
る
五
十
一
歳
説
の
不
当
を
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
っ
と
も
、「
浚

明
院
殿
御
実
紀
」
巻
十
一
の
明
和
二
年
五
月
二
十
九
日
の
条
に
は
、「
廿
九
日

陸
奥
国
八
戸
領
主
南
部
左
衛
門
尉
信
興
致
仕
し
、
そ
の
子
左
近
信
依
に
所
領

二
万
石
を
つ
が
し
む
。
こ
の
信
興
は
、
故
の
甲
斐
守
広
信
が
子
に
て
、
元
文
五

年
十
二
月
廿
八
日
は
じ
め
て
見
参
し
、寛
保
元
年
六
月
廿
四
日
遺
領
を
給
は
り
、

十
二
月
十
九
日
叙
爵
し
て
左
衛
門
佐
と
称
し
、
後
遠
江
守
左
衛
門
尉
に
あ
ら
た

む
。
け
ふ
致
仕
し
て
、
安
永
二
年
八
月
十
三
日
卒
す
。
年
五
十
一
」（
第
十
篇

一
九
一
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
幕
府
へ
の
届
け
で
は
あ
く
ま
で
も
享
保
八
年

に
生
ま
れ
た
こ
と
と
さ
れ
、
享
年
は
五
十
一
歳
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ら

し
い
。

死
去
前
後
か
ら
葬
送
ま
で
の
経
緯
は
、「
御
用
人
所
日
記
（
四
四
二
）」（
文

書
　
七
‐
四
‐
〇
‐
〇
‐
五
一
）
に
お
い
て
詳
細
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
　
五
月
二
十
九
日
、
病
の
た
め
隠
居
す
る
。（「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」「
系
譜
」

「
元
八
戸
南
部
家
系
」）

隠
居
を
許
さ
れ
た
月
日
は
、
記
載
の
あ
る
①
②
③
⑥
⑦
⑨
と
も
一
致
す
る
。

願
を
幕
府
に
提
出
し
た
日
に
つ
い
て
は
、
②
の
巻
頭
に
信
依
の
事
績
を
書
き
上

げ
た
中
に
、「
明
和
二
酉
年
五
月
十
日
、龍
津
院
様
御
病
気
に
付
御
隠
居
御
願
書
、

御
用
番
松
平
右
京
大
夫
様
え
被
差
出
」
と
あ
る
も
の
以
外
、
五
月
二
十
五
日
で

共
通
す
る
。
最
初
に
信
依
か
ら
打
診
を
し
、
次
に
正
式
に
願
を
提
出
し
た
の
が

二
十
五
日
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
②
は
願
提
出
後
の

経
緯
を
詳
細
に
記
録
す
る
。

○
　
十
一
月
十
二
日
、
願
の
上
、
湯
治
の
た
め
八
戸
へ
退
隠
す
る
。
以
後
、
再

び
出
府
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。（「
系
譜
」「
元
八
戸
南
部
家
系
」）

い
ず
れ
も
信
興
の
病
に
全
快
の
兆
し
が
見
え
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
②
③

⑥
⑦
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

明
和
八
年
　
辛
卯
　
一
七
七
一
　
　
四
十
七
歳

○
　
九
月
二
十
日
、
再
び
実
名
を
智
信
に
改
め
る
。（「
元
八
戸
南
部
家
系
」）

「
元
八
戸
南
部
家
系
」
の
他
、
②
に
も
「
明
和
八
辛
卯
九
月
廿
日
、
智
信
公

に
被
為
成
」
と
記
す
。
ま
た
、「
御
用
人
所
日
記
（
四
四
〇
）」（
文
書
　
七
‐

四
‐
〇
‐
〇
‐
四
九
）
の
明
和
八
年
九
月
廿
日
の
条
に
も
「
大
殿
様
御
実
名
智

信
公
と
被
遊
御
改
」
と
明
確
な
記
述
が
備
わ
る
の
で
、
改
名
の
理
由
は
不
明
と
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心
と
す
る
近
世
中
後
期
幕
臣
文
化
圏
の
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

―
く
ぼ
た
・
け
い
い
ち
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
―

注（
１
）　
南
部
家
の
典
籍
・
文
書
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、八
戸
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新

編
八
戸
市
史
　
近
世
資
料
編
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
』（
八
戸
市
、
二
〇
〇
七
年
・
二
〇
〇
八

年
・
二
〇
一
一
年
）
共
通
の
「
史
料
解
題
」
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　

（
２
）　
松
野
陽
一
氏
『
東
都
武
家
雅
文
壇
考
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
に
も
、
両
書

の
記
述
を
補
う
論
考
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
四
年
、
五
刷
）

一
一
四
頁
。
傍
注
を
省
略
し
、
漢
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
　

（
４
）　
以
下
、
原
資
料
の
引
用
に
当
っ
て
は
、
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
、
句
読
点
・
濁

点
を
補
う
な
ど
の
処
置
を
取
っ
た
。

（
５
）　
三
浦
忠
司
氏
『
八
戸
藩
の
歴
史
を
た
ず
ね
て
―
八
戸
藩
領
を
あ
る
く
　
東
京
散
歩
』

（
デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞
社
、
二
〇
一
四
年
）
一
〇
一
頁
参
照
。

（
６
）　『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
徳
川
実
紀
』
第
八
篇
（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
一
年
、五
刷
）

八
六
四
頁
。
以
下
、『
徳
川
実
紀
』
の
引
用
箇
所
は
、
篇
と
頁
数
で
示
す
。

（
７
）　
注
（
５
）
所
掲
書
一
四
頁
。

（
８
）　
注
（
５
）
所
掲
書
一
六
〇
頁
。

（
以
下
、
次
号
掲
載
）

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」

の
成
果
で
あ
る
。
研
究
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
と
研
究
代
表
の
大
高

洋
司
教
授
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
調
査
研
究
に
当
っ
て
多
大
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た

八
戸
市
立
図
書
館
の
藤
田
俊
雄
館
長
と
岩
岡
順
子
氏
、
と
も
に
研
究
に
従
事
し
貴
重
な
研

究
成
果
の
一
端
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
大
手
前
大
学
の
盛
田
帝
子
氏
に
対
し
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
成
島
家
を
中


